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はじめに 
 

 

 

 

 

令和２年度から相談支援従事者研修（初任者・現任）のカリキュラム

が大きく改正され、受講者のインターバルが必須化されました。それか

ら４年が経過し、インターバル制度の浸透も進み、各市町村においては

比較的スムーズに受入れが進んでいるところです。 

一方で、受講者への指導については、市町村間でばらつきもあること

から、府内市町村が統一した基準でインターバルの指導ができるよう、

この度、マニュアルを作成しましたので、インターバル受入先は、本マ

ニュアルを受講者の指導に活用していただけたら幸いです。 

   特に、初任者研修の受講者にとっては、インターバルは地域とつな

がる大事な第一歩です。インターバル受入先のみなさまには、受講者が

記載した課題をねぎらいながら、受講者自身のストレングスを伸ばすよ

うなスーパービジョンをしていただけたら大変ありがたく思います。 
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【初任者研修】カリキュラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実践事例での再アセスメント、ニーズ整理、計画案作成

【インターバル①の振り返り】

・地域資源の説明

・事例の発表と意見交換

相談支援におけるケアマネジメントに必要な視点と技術 ・モニタリング演習による計画内容の見直しについて

演習３日目

インターバル①

演習２日目

内容テーマ・獲得目標

演習１日目

演習５日目
演習の振り返り

地域への視点（社会資源、自立支援協議会の活用）

・演習１～4日目の振り返り（５pic、計画案、モニタリング報告書の発表）

　　　　　　　　　　　　  （社会資源について情報交換）

・講義（自立支援協議会）

演習４日目

【大阪花子さんの事例】

・関係性構築と「インテーク」「アセスメント」

・生活者とのしての顔の気づき、主訴の背景、リフレーミング

・ニーズ整理

【大阪花子さんの事例】

・サービス等利用計画案作成演習

・模擬サービス担当者会議

・実践事例でのアセスメント

・業務地域の地域資源調査

【インターバル②の振り返り】

・計画案を発表し、ストレングスや地域資源の活用などのポイント確認

相談支援におけるケアマネジメントに必要な視点と技術

相談支援におけるケアマネジメントに必要な視点と技術

相談支援プロセスの実践
地域資源について情報収集

実習課題に基づくアセスメントの検討
（スーパービジョンの体験）

相談支援プロセスの実践

実践課題に基づく再アセスメント及び計画案の報告と共有
（ケースレビューの体験）

インターバル②
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【初任者研修】インターバル１ 

 

課題１：実践例を１例選定し、アセスメントまで実施する。 

課題２：自身の業務地域の状況を知るための地域の調査を行う。 

 

      

獲得目標： 

ホームページや社会資源情報にアクセスし、自身の事業性地域の情報を把握する 

・障がい福祉サービスの種類や内容を理解する。 

 ・地域の相談支援体制、基幹相談支援センターの存在を把握する。 

 ・自立支援協議会の存在、取り組み内容や参画機関を把握する。 

 

方   法： 

受講者 

事前に「地域アセスメントシート」の調査項目を HP 等で調べて記入。 

 

インターバル受入先 

受講者が HP で調べられなかった項目について、説明する。 

（電話、メール、Web 等での対応も可） 

 

 

～プラスα～ 

・市町村独自で作成しているパンフレットやチラシ等の配布をする。 

・データや障がい福祉サービスについて、調べ方や概要を伝える。 

・地域の相談支援連絡会について案内する。 

 

心 構 え： 

・研修後も気軽に相談できる場所である安心感を持ってもらう。 

・受講生の気づきを大切にし、これからのつながりを築く。 
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【参考】インターバル受入の際にご活用ください 

 

～タイムスケジュール（受入れ先記入用）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～タイムスケジュール（例）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初任者研修インターバル① 

   分 

   分 

   分 

   分 

   分 

初任者研修インターバル①（30 分） 

オリエンテーション ３分 

地域アセスメントシートの報告 ５分 

調べられなかった項目についての説明 １０分 

質疑 ７分 

気づきの確認と共有 ５分 
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初任者研修インターバル①課題：地域アセスメントシート 

  

 

インターバル受入先ご担当者と 

顔見知りになるため、 

受入先でご対応いただいた方の 

所属・お名前を受講者自身が記入。 

※市町村の相談支援体制
を伝える。 
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※活用できるよう HP等
での調べ方を伝える。 
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【初任者研修】インターバル２ 

 

課題：インターバル１で選定した実践例の再アセスメントを実施し、 

サービス等利用計画案を作成する。 

 

 

獲得目標：インターバル１で選定した実践例の再アセスメントを実施し、 

サービス等利用計画案を作成する。 

 

方   法： 

受講者 

1. 当事者に会い、必要があれば５ピクチャーズの再アセスメントを実施する。 

2. 作成した５ピクチャーズに基づき、サービス等利用計画案・週間計画を作成する。 

 

インターバル受入先 

作成した５ピクチャーズやサービス等利用計画案について、アドバイスをする。 

 

～プラスα～ 

・困っている内容を傾聴し、受講者自身で解決できるよう促す。 

・指導ではなく、受講者が主体的に学ぶ姿勢を大事にする。 

 

心 構 え： 

計画案の良いところをねぎらい、今後も相談できる関係を築く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講者はインターバル①で

初めて計画案を作成します。 
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【参考】インターバル受入の際にご活用ください 

 

～タイムスケジュール（受入れ先記入用）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～タイムスケジュール（例）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初任者研修インターバル② 

   分 

   分 

   分 

   分 

   分 

   分 

初任者研修インターバル②（40 分） 

オリエンテーション ３分 

事例の概要報告 ５分 

再アセスメントの報告 ５分 

サービス等利用計画案作成の報告 ５分 

質疑 ７分 

気づきの確認と共有 １０分 

インターバルの感想・振り返り ５分 
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初任者研修インターバル②課題：５ピクチャーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着目した視点の広がりによる
新たなストレングスの追加 

本人の意向を踏まえた今後の
支援に対する変化 

本人に対する理解、捉え方の変化 

達成できる可能性の高いプランか 
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初任者研修インターバル②課題：計画案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作成のポイント】に沿って助言をお願いします。 
１． エンパワメントの視点 
２． アドボカシーの視点 
３． トータルな生活を支援する計画 
４． 連携・チーム支援計画 
５． サービス等調整会議の開催 
６． ニーズに基づいた計画 
７． 中立・公平な計画 
８． 生活の質を向上させる計画 
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初任者研修インターバル②課題：週間計画表 

 

 

 

 

 

 

 

利用者がわくわくできる計画表になっているか 
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【現任研修】カリキュラム 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習３日目 地域をつくる相談支援（コミュニティワーク）の実践

・インターバル②の報告

・地域アセスメントの報告、地域支援の気づきと展望

・地域課題へのアクションプラン作成

インターバル②
地域自立支援協議会体制の理解

地域資源の活用

・地域自立支援協議会、部会等への参加

・地域資源の調査

インターバル① 地域を基盤としたスーパーバイズ
・実践例（事前課題）の報告を通して整理、

　抽出された支援課題について、意見、助言等を受け、支援を実施

演習２日目
相談支援援助に求められるチームアプローチ

（多職種連携）

・インターバル①の報告

・セルフチェックシートを参考に、チームアプローチの展開について確認

・チームアプローチにおける相談支援専門員の役割

テーマ・獲得目標 内容

演習１日目 相談支援のプロセスの中での意思決定支援
・セルフチェックシートを参考に意思決定支援の確認

・検討課題の具体的対応の検討



14 

 

【現任研修】インターバル１ 

 

課題：実践例の課題について、基幹相談支援センター等から意見、 

助言等を受け、支援を実施する。 

 

 

 

獲得目標：実践例の課題を用いたグループスーパービジョンを行い、 

相談支援専門員として自身の振り返り・見つめ直す 

 

 

方   法： 

受講者 

１．持参した各自の事例報告で事例の概要を伝える。 

※事例検討で報告した要領で、事例の困難さを伝えるのではなく、 

事例にかかわる中で、相談支援専門員としてどのように関わったか報告。 

２．インターバル報告書①の整理した課題、考えられる手法について報告。 

 

インターバル受入先 

受講者の報告に対して、より具体的なアドバイスをする。 

※可能であれば、実例での課題の見直し方、事例との係わり方、 

地域での相談現場での実情についてもアドバイスする。 

 

～プラスα～ 

・受講生が挙げてきている内容を中心に助言等行う。 

 

心 構 え：  

・ねぎらい、相談支援専門員自身のストレングスを発見 

・顔見知りになることで、研修後も地域の中に相談できる場所があることを 

理解してもらう。 
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【参考】インターバル受入の際にご活用ください 

 

～タイムスケジュール（受入れ先記入用）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～タイムスケジュール（例）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現任研修インターバル① 

   分 

   分 

   分 

   分 

   分 

現任研修インターバル①（30 分） 

オリエンテーション ３分 

事例報告書のプレゼンテーション ５分 

インターバル報告書のプレゼンテーション ７分 

気づきの確認と共有 １０分 

インターバルの感想・振り返り ５分 
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現任研修インターバル①課題：インターバル報告書① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターバル①を実施後に受講者が記入。 

下記内容と整合性がとれているか確認。 

演習１日目の 

課題をもとに 

アドバイス 

※事前検討になっていないか、相談支援専門員の視点でケース分析が 
できているか確認し、リフレーミングしてアドバイスをする。 

アドバイスを受けた後、 

現場に戻り実践した 

支援経過を 

受講者が記載。 

 

現時点での到達点と 

今後の方向性を 

受講者が記載 

※必ずご記入ください 

1. エンパワメントの視点 

2. アドボカシーの視点 

3. 総合的な生活支援の視点 

4. 連携・チーム支援の視点 

5. ニーズに基づく支援の視点 

6. 中立・公平性の視点 

7. 生活の質の向上の視点 
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 【現任研修】インターバル２ 

 

課題１：地域自立支援協議会の体制や運営状況等を理解するため、協議会や部会等に 

参加。  

課題２：自らの業務地域の相談支援体制を理解するための地域資源の調査を行う。 

 

 

 

獲得目標： 

地域の相談支援体制（基幹・委託・指定の役割や相談支援連絡会の開催状況、事例検討会

の有無等）、自立支援協議会の体制を理解する。 

 

方  法： 

受講者 

・地域自立支援協議会や部会等に参加し、「インターバル報告書②（インターバル後）」に 

記入する。 ※期間中に会議を開催していない場合は、調査のみ行う。 

・事前に「地域アセスメントシート」の調査項目を HP 等で調べて記入。 

 

インターバル受入先 

・協議会、部会等の開催案内。 

・受講者が記入した「地域アセスメントシート」の内容を確認する。 

 

～プラスα～ 

・自立支援協議会の委員名簿の案内 

・自立支援協議会の体制図や活動内容がわかる資料の配布 

 

心 構 え：気軽に相談できる場所である安心感を持ってもらう。 
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【参考】インターバル受入の際にご活用ください 

 

～タイムスケジュール（受入れ先記入用）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～タイムスケジュール（例）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現任研修インターバル② 

   分 

   分 

   分 

   分 

   分 

現任研修インターバル②（30 分） 

オリエンテーション ３分 

地域アセスメントシートの報告 ５分 

調べられなかった項目の説明 １０分 

気づきの確認と共有 ７分 

インターバルの感想・振り返り ５分 
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現任研修インターバル②課題：インターバル報告書②（前） 

指定・地域の社会資源の開拓や地域住民への福祉

サービスの提供などについてご教示ください。 

※次ページがインターバル②の課題１となります。 
※報告書（前、後）において未完成な部分がある場合は、一言アドバイスをお願いいたします。 
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現任研修インターバル②課題：インターバル報告書②（後） 

地域での取り組みがイメージできるよう、具体例など加えて説明をしてください。 

演習３日目の発表と地域分析とアクションプランの作成で重要な部分とな

りますので、実感されている課題をお伝えください。 

※必ずご記入ください 

開催されていない場合も現状の報告が発表で必要。 
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現任研修インターバル②課題：地域アセスメントシート 

※市町村の相談支援体制
を伝える。 
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※活用できるよう HP 等
での調べ方を伝える。 
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さいごに 
 

 

相談支援専門員の業務は、その性質上ひとりで抱え込むことが多々あります。特に、

初任者や１人事業所の方は、誰にも相談できずにバーンアウトし、相談支援専門員を辞

めざるを得ない状況に陥ることもあります。このようなことが地域で起こらないよう、

また、相談支援体制を充実させるためにも、このインターバルの機会を通じて、お時間 

の許す限り、下記についても受講者にレクチャーしていただけたら幸いです。 

 

〇相談支援専門員としての心構え（初任者） 

〇地域の相談支援事業所の連絡会等のつながる場の情報提供 

〇困った時に気軽に相談できる連絡先の案内 

〇相談支援事業所向けの研修会の案内 

〇地域の事業所などの資源の情報提供 

〇自立支援協議会の説明や参画の促進 

〇相談支援専門員の業務を進めていくうえで、よくあることや、アセスメントの 

着眼点・訪問時の雰囲気づくりなどテクニック的なこと 

〇事業所の運営面でのアドバイス（１人事業所） 

〇報酬請求の方法や各種加算の説明（１人事業所） 

 

毎日お忙しいところ誠に恐縮ですが、インターバル受入先のみなさまには、 

「インターバルは地域のつながりを作る機会」だと捉えて取り組んでいただきます

よう、何卒よろしくお願いいたします。 

 

 

大阪府においては、相談支援専門員を対象にファシリテーター養成を目的とした研修を

実施しております。【リンク先：https://www.pref.osaka.lg.jp/jiritsusodan/ikusei/ 】 

また、ファシリテーターを経験することで、インターバル受入れについてより理解を深

めることができます。ファシリテーターを希望される方は、ぜひ上記研修にご参加くださ

い。 

また、相談支援従事者研修を実際に見学してみたいという方には、市町村を経由して、

大阪府地域生活支援課（直通：06-6944-6671）までご連絡ください。 

 

https://www.pref.osaka.lg.jp/jiritsusodan/ikusei/

